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福岡県産業・科学技術振興財団 （通称：ふくおかIST）
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福岡半導体リスキリングセンターのご紹介

令和7年7月24日

小野本 達郎

令和5年8月23日開設

2025年度 第1回 フジコミーティング

ふくおかIST（本所）
福岡市早良区

【経歴】 R7.4月～ 三次元半導体研究センター・社会システム実証センター（糸島市）

R5.4月～R７．３月 福岡半導体リスキリングセンター・産業技術イノベーションセンター（福岡市）

H13.4月～R5.3月 福岡県工業技術センター機械電子研究所（北九州市） 〈うち、H30～R1福岡県庁〉



【理 事 長】 津田 純嗣 

（安川電機 特別顧問、北九州商工会議所会頭）

【職 員】 約７０名（常勤） うち、県派遣約20名

【基本財産】 ２億円

【事業規模】 約１５億円

【設 立】 １９８９年（平成元年） ※36年目

【目 的】

産学官連携による研究開発を推進することで、

科学技術の振興を図り、福岡県の産業構造の

高度化や新たな産業の育成に貢献し、   

福岡県産業の活性化と県民生活の質的向上

に寄与する。

ふくおかIST「福岡県外郭の産業支援機関」

Fukuoka Industry, Science & Technology Foundation

➢財団の概要
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R7.3月
時点

インキュベーションルーム （99室） 85入居 （86％）

シェアードオフィス  （33ブース） 24入居 （72％）

【インキュベーションルーム】

産業技術
イノベーションセンター

福岡半導体
リスキリングセンター

社会システム

実証センター
三次元半導体
研究センター

有機
光エレクトロニクス
実用化開発センター

新技術の
研究・開発

新産業の
創出・育成

【本所】
福岡市早良区
2004年11月開所

糸島市
2011年3月開所
（経産省事業を活用）

糸島市
2011年3月開所
（JST事業を活用）

福岡市博多区
2010年12月開所
（2021年2月
現センターへ移転）

福岡県未来
ITセンター

・設備機器
・試作開発
・研究会

・設備機器

福岡市西区
2013年4月開所

・設備機器
・受託・共同研究
・研究会

➢ ５拠点
 ６支援センター

IT分野
スタートアップ支援



ふくおかIST（本所）
福岡市早良区

➢ 福岡半導体リスキリングセンター

✓ 体制、開設に向けた準備

✓ 主な特徴 「講座体系」 など

✓ 講座紹介 「公開講座、e-learning講座」

✓ 受講状況

✓ 開設からの実績まとめ

✓ その他

主な内容
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福岡半導体リスキリングセンター （令和5年8月23日開設）

Fukuoka Industry, Science & Technology Foundation

福岡半導体
リスキリングセンター

HP画面

黒田忠広 
センター長

東京大学
特別教授室 
特別教授

井上弘士 
副センター長

九州大学大学院
ｼｽﾃﾑ情報科学
研究院 教授
（副学長）

山田順治 
エグゼクティブ
アドバイザー

三菱電機㈱
ﾊﾟﾜｰﾃﾞﾊﾞｲｽ製作所
応用技術統括
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※ ふくおかIST 「システム開発技術カレッジ」

・2001年開講から22年間で、約２５，０００人の人材育成
・２０１９年には「ものづくり日本大賞」の最高位である
経済産業大臣賞を受賞

第８回ものづくり日本大賞

経済産業大臣賞 受賞

[人材育成支援部門]

➢ 「システム開発技術カレッジ 
※
」で培った「人材育成に関する取組・ノウハウ」を継承し、

講座提供を通じて、半導体・デジタル産業分野における人材育成を推進

センター長

副センター長

事務局（ふくおかIST）

人材育成コーディネータ

管理・事務・技術スタッフ

人材育成エグゼクティブ

  アドバイザー

講師陣

大学教授
企業技術者
（約50名）

運営、講座管理・実施
（約15名）

講座開発

組織体制



開設に向けた準備「ニーズ調査」

➢企業訪問・アンケートの実施

  81社 （うち、中小企業65社）

✓講座内容   

✓受講対象者
 （新卒、技術、営業、事務 ・・・）

✓受講形式・時間 など
   （対面、ｵﾝﾗｲﾝ、e-learning・・・）

10設問

①ニーズ調査（R5.5月）

講
座
開
発
・
提
供

➢企業ニーズの分析

➢検討委員会での協議
 （黒田ｾﾝﾀｰ長、井上副ｾﾝﾀｰ長、 県・IST）

②開設準備（R5.5～8月）

✓講座体系の検討

✓ KPIの設定

✓学習効果の確認 など

③開設（R5.8.23）

津田理事長 服部知事 黒田ｾﾝﾀー 長 井上副ｾﾝﾀー 長

➢キックオフ・フォーラム
・R5.8.23 ﾎﾃﾙﾆｭｰｵｰﾀﾆ博多

講座ニーズ調査結果全体順位
実施期間 令和5年5月

回答数 81社

・社内に「半導体の全体像」を教育できるものがいない

・営業でも「半導体のいろは程度」は必要

企業の
声（例）

業種別 1位 2位

「半導体入門（総論）」
何れの業種でもニーズ上位!!
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➢企業ニーズに基づき、半導体を「作る」と「使う」に講座体系を分類し、

入門～上級編まで受講者レベルに応じた講座開発と提供（約70講座） 【R7.3月末：64講座】

主な特徴「講座体系」

Fukuoka Industry, Science & Technology Foundation 6

【作る側】 半導体の設計、製造、テスト、装置などの
  半導体の生産工程で分類した講座 （約30講座）

【使う側】 組込み、自動車、AIなど、半導体を使うために
  必要な基盤技術を中心とした講座 （約40講座）

講
座
分
野

電気・電子回路 プログラミング・
組込み・IoT

自動車・MBD・
モータ制御

画像処理・AI・
データサイエンス

通信
ネット
ワーク

入
門

初
級

中
級

上
級

半導体活用講座【使う側】講座体系
①～⑨ 企業ニーズ順位

既存（提供中)   新規（開発予定）

対  対面      OL オンライン

e-learning    eL 提供中

eL 開発予定

実  実習/体験講座 

半導体設計
（デジタル）

半導体設計
（アナ・デジ）

半導体素子

【半導体関連技術】材料、設備、保守、表面処理、機械/金属加工

半
導
体
分
野

半導体製造
（前工程）  (後工程）

半導体製造
（装置）（ﾃｽﾄ・品質管理）

入
門

初
級

中
級

半導体講座【作る側】講座体系

実 実 実 実

実

実

実 実

実

実

実

実

実

実実

実

実実

実実

実

実

実

実

実

実

実

実

実

実

実

実

（仮称）



実習講座の新規開発 ※R8.1月頃予定

➢半導体後工程における人材育成

✓ 福岡半導体リスキリングセンターと三次元半導体研究センターが連携して、

設備機器を活用した「後工程を体系的に学習できる実習講座」を開設し、

人材育成支援を強力に推進

Fukuoka Industry, Science & Technology Foundation

×

福岡半導体リスキリングセンター

◆「作る」 と 「使う」を学ぶ、入門～上級編 ： 約70講座

【受講者数】

10,248名
（R7.3月末時点）

受講者内訳
（実績）

三次元半導体研究センター

◆実装技術の高度化支援

・約270社、約4,４00件 (三次元C：14年間)

◆クリーンルーム、設備機器を開放

・約100完備 (研究開発、試作、分析・解析、実証・評価)

めっきライン 試作品例

➢ 両センターの強みを融合  「半導体技術者」を育成支援

大学教授/企業技術者

（約50名）

講師陣

事務局 （ふくおかIST）

管理・事務・技術ｽﾀｯﾌ （9名）

講座開発

組織体制
センター長  黒田 忠広 （東大）

LSTC設計技術開発部門長

副センター長 井上 弘士 （九大副学長）

人材育成AD 山田 順治 
（三菱電機）

人材育成ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀ （5名）

◆月例報告会
（県庁参加）
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Fukuoka Industry, Science & Technology Foundation

✓ 福岡県をはじめ九州・全国で活躍する人材育成支援

✓ 企業ニーズに基づいた講座の開発・充実化
（企業訪問・受講アンケート（受講者・管理側）によるニーズ収集・分析）

✓ 講師陣は各分野のエキスパート：約50名
（大学教授・企業の高度技術者）

✓ 公開講座、個別企業向け講座 （法人研修） を実施
 ➥ 一般向け ➥ 企業要望により講座のカスタマイズ・出張開催

（トピック的内容は､「公開セミナー（無料） 」で情報提供）

✓ 対面/オンライン ・ e-ラーニングで受講可能
（受講料は、2,200～44,000円/講座）

✓ 理解度テストを導入
（学習効果を確認、合格者に修了証発行）

✓ 5年間で２５，０００名を育成

全ての公開講座・e-learning講座

✓ 県内中小企業※の皆様
   ➜ 受講料全額補助!!

詳細はコチラ

※中小企業基本法第2条第1項：【製造業】資本金3億円以下、

       従業員300人以下のいずれかを満たすこと

8

～R6対象講座～

【公開講座】 約３０開講
【e-learning】 約４０開講

その他 主な特徴

R5 R6 R7 R8 R9 合計
3,500 4,500      5,000 6,000 6,000 25,000

年度目標



➢ニーズ調査 第1位   【ニーズ調査（R５．５月）】 県内81社 （うち、中小65社）

～半導体ってどんなもの!?
                    しくみ、作り方～

e-learning講座 提供中!!

講座紹介「公開講座」①

Fukuoka Industry, Science & Technology Foundation 9

※①171名  ②130名  ③130名  ④131名 ⑤136名 ⑥160名 ⑦130名

◼受講者の声

【経営者】 半導体の「はの字」も知らない中、半導体を日常に落し込んで理解できました。

【事務職】 半導体を勉強したい文系出身者には、最適な講座と感じました。

【技術職】 大変理解しやすく、入社１年目に受講したかったです。社内展開します。

➢ 「半導体超入門」 受講者状況 （これまで7回開催 ： 988名※）

幅広い世代が受講

年齢

～20代
33%

30代
25%

50代
13%

40代
25%

60代～
4%

技術系
42%

営業
22%

職種

その他
7%

管理・経営
17%

事務8%

企画4%

業種  設計
  ・製造

 ・ﾃｽﾄ 
27%

装置
13%

公的機関5％

半導体

その他製造 17%

機械・金属
加工 8%

金融・商社・物流
・派遣・ｻｰﾋﾞｽ

25%

金融・商社・物流
・派遣・ｻｰﾋﾞｽ

25%

材料 6%

非製造業：3割 技術系以外：５割
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講座紹介「公開講座」②

日本を代表する「装置メーカ10社」の技術者 
が講師陣として一堂に会する!! 

半導体製造装置

荏原製作所 東京精密 TOWA アドバンテスト

【ニーズ調査（R５．５月）】 県内81社 （うち、中小65社）

2章：露光装置概論 （講師：キヤノン）

3章：成膜装置概論 （講師：ｴｰ･ｴｽ･ｴﾑ）1章：半導体産業・技術とｴｯﾁﾝｸﾞ装置概論
   （講師：東京ｴﾚｸﾄﾛﾝ）

4章：洗浄装置概論 （講師：SCREEN
セミコンダクターソリューションズ）

5章：電子ﾋ゙ｰﾑ応用計測概論 （講師：日立ﾊｲﾃｸ）

前編

（一財）日本半導体製造装置協会

➢受講者数 第１位

e-learning講座 提供中!!

R6.2月 第1回開催

223名受講

R6. 2.16

実習

➢九州大学クリーンルーム

R6..11.18



公開講座「R7年間スケジュール」※約30講座 開講予定

Fukuoka Industry, Science & Technology Foundation 11

■九州半導体産業展
（ﾏﾘﾝﾒｯｾ福岡：10/8～9）

■セミコンジャパン
（東京ﾋﾞｯｸｻｲﾄ：12/17～19））

【展示会出展（予定）】
■SWTest Asia 2025

（福岡国際会議場：11/13～14）

ＺＺＺＺＺ
ＺＺ

最新情報は

コチラから



公開講座のご案内（7～9月） ※チラシ配布

Fukuoka Industry, Science & Technology Foundation 12



公開講座「受講企業・受講者状況」

➢開催実績：41件 （R5年度～R7.3月末）

※R5年度:13件、R6年度:28件

実企業数
616社

県外
61%

福岡県内
39%中小

企業
21%

大企業
18%

大企業
38%

中小企業
23%

都道府県
企業
数

受講
者数

都道府県
企業
数

受講
者数

都道府県
企業
数

受講
者数

1 北海道 5 23 17 石川県 2 5 33 岡山県 7 32

2 青森県 2 4 18 福井県 0 0 34 広島県 8 61

3 岩手県 5 31 19 山梨県 1 3 35 山口県 6 27

4 宮城県 16 49 20 長野県 1 26 36 徳島県 0 0

5 秋田県 1 2 21 岐阜県 1 1 37 香川県 1 8

6 山形県 8 39 22 静岡県 4 5 38 愛媛県 1 3

7 福島県 4 9 23 愛知県 14 107 39 高知県 0 0

8 茨城県 4 42 24 三重県 7 48 40 福岡県 240 1463

9 栃木県 5 18 25 滋賀県 2 3 41 佐賀県 12 132

10 群馬県 2 17 26 京都府 9 27 42 長崎県 13 37

11 埼玉県 5 33 27 大阪府 20 63 43 熊本県 38 150

12 千葉県 1 6 28 兵庫県 8 25 44 大分県 18 117

13 東京都 71 274 29 奈良県 1 1 45 宮崎県 5 23

14 神奈川県 29 114 30 和歌山県 0 0 46 鹿児島県 4 55

15 新潟県 2 11 31 鳥取県 0 0 47 沖縄県 0 0

16 富山県 3 5 32 島根県 0 0 その他 30 75

➢全国的な広がり、
40都道府県から受講

    ※九州6割

受講者 

3174名

県外
55%

中小
企業

27%

大企業
18%

大企業
30%

中小企業
25%

福岡県内
45%

【R5年度～R7.3月末】

Fukuoka Industry, Science & Technology Foundation 13

10企業以上



Fukuoka Industry, Science & Technology Foundation

➢ 2024.9.21 西日本新聞

【よくわかる半導体超入門】  R6.4.23開講

日清紡マイクロデバイス福岡㈱ （福岡市西区）

✓ 新人研修の一環として、

今年入社した11人が受講。

【受講者】 伊福 寧々 さん （生産部門）

「半導体は生活に欠かせない縁の下の力持ちだと理解が深

まった。他業務の流れや電子部品の成り立ちも勉強したい。」

【総務課】 田中 洸 課長 

「外部の視点で体系的に教えてもらい、自分たちの技術が

どう使われているのかを学べる。異動や新しい業務に挑戦

するタイミングで講座活用を考えている。」

14

➢ 2024.3.1 日本経済新聞

半導体製造

【半導体製造装置（基礎）】  R6.2.16開講

㈱坂本電機製作所 （福岡市東区）

✓ 同社のデジタル水準器は、装置メーカや商社を

通じて、TSMCやインテルなどに納入増加。

【受講者】 アリス・プリヨ・スタント さん （開発部）

「自社製品が使われ方、必要な技術を得る機会が乏しい中、

精度が求められる部分がわかった。更なる開発を頑張る。」

【受講者】 青木 大輔 さん （開発部）

「メーカや商社との商談で得た知識を活かす」と意気込む。

【半導体製造体験】 R5.12.11開講

アスカコーポレーション㈱ （直方市）

【受講者】 代表取締役 阪 文孝 社長

「費用の心配なく受けられるのは魅力」、「資料でしか見たこと

がなかったものを、こうやって作るという実感や体験はプラス」

精密加工

めっき

公開講座「受講企業・受講者の声」



➢ WEB上のコンテンツをPCやスマホを用いて学習

✓ 38講座を提供中 （1講座：2～14時間） 【R7.3月末】

✓ 【無料紹介動画】 ダイジェスト版 （2～3分間） を提供

講座紹介「e-learning講座」

Fukuoka Industry, Science & Technology Foundation 15

半導体を作る側 （13講座）

大阪大学
特任教授/名誉教授/F3D実装協働研究所長

執筆・講義 菅沼 克昭

三菱電機㈱ 山田 順治 

半導体を使う側 （5分野25講座）

15

➢ R5年度～R7.3月末

受講者数
1281名

個別企業向け
（法人研修）

86%

一般向け
（個人）
14%

【Ｒ５】570名
（一般）48名
（企業）522名
【Ｒ６】711名
（一般）130名
（企業）581名

一般向け
178名

６７
％

半導体を
作る側

9％

電気・
電子回路

通信ﾈｯﾄﾜｰｸ

組込み・
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

10％

10％

3％

✓ 作る側 67％、 使う側 33%

画像処理・AI・
ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ

1%

自動車・MBD・
 モータ制御

✓ 作る側 11％、 使う側 89%

個別
企業向け
1103名

11％

54
％ 電気・

電子回路

29
％

2％

5％

半導体を
作る側

自動車・MBD・
 モータ制御

組込み・
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

通信ﾈｯﾄﾜｰｸ



64 

323 
468 515 486 

951 994 

1,349 
1,254 

1,095 

1,370 1,337 1,377 

1,047 
1,203 

1,375 

1,752 

1,516 

1,156 

1,783 1,760 

2,468 

4,216 

6,032 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

福岡半導体
リスキリングセンター開設

開設からの実績まとめ① 受講者の推移

中小
15%

大企業
53%

中小
18%

大企業
14%

県内
32%

県外
68%

オンライン
61%

対面
27%

e-learning
12%

～ 受講者内訳 ～

Fukuoka Industry, Science & Technology Foundation 16

目標KPI
（25,000名）

R5 
（3,500）

R6 
（4,500）

R7 
（5,000）

R8 
（6,000）

R9 
（6,000）

受講者数 4,216 6,032

R5年度+R6年度

【受講者数】
10,248名

（達成率：128%）

(一般向け)

公開講座・ｾﾐﾅｰ
78%

個別企業
向け講座

22%

システム開発技術カレッジ



✓ 視察受入： 85件 （うち、県外66件）
     （行政32、支援機関22、企業16、海外機関6、議会6、大学3）

           ➥ メルマガ配信協力 【依頼先：約50ヶ所】

  例 ：自治体（北海道、宮城、三重、横浜など）、経産局（東北、中国）

✓ 取材対応： １8件
  （雑誌8、新聞7、テレビ3）

         例 ：日経ﾋﾞｼﾞﾈｽ、東洋経済新報社など

✓ マスメディア紹介： 61件
     （新聞36、TV17、雑誌7、他1）

✓ 展示会出展： 9件

   （SEMICON Japan 等）

✓ 口頭発表（依頼講演等）： 8件

開設からの実績まとめ② 【R5年度～R7.3月末】

➢ 公開講座・セミナー 【一般向け】

✓ 公開講座：41件 （R5:13件、R6:28件）

✓ 公開セミナー：26件 （R5:10件、R6:16件）

➢ 個別企業向け講座 （法人研修）

✓ 190件 （R5:73件、R6:117件）

       【提供方法】 対面、オンライン、e-learning

➢ e-learning講座
✓ 38講座 【提供中】  （R5:27講座、R6:11講座）

➢ 講座開発数
✓ 6分野62講座【提供中】

Fukuoka Industry, Science & Technology Foundation 17

・企業が研修として社員に受けさせたいと
の需要が高まり、リスキリングセンターの足
元の年間受講者数は7000人を超えた
・人気の「半導体超入門」は幅広い業種から
受講性が集まり基礎知識を学んでいる

【主な活動実績】

・半導体分野 １８講座 ・電気・電子回路分野  ９講座 ・自動車・MBD・ﾓｰﾀｰ制御分野 １０講座

・通信ﾈｯﾄﾜｰｸ分野  ３講座 ・画像処理・AI・

・組込み・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ分野 １５講座 　　　　　データサイエンス分野  ７講座

半導体を作る側 半導体を使う側



 自治体等における 「半導体人材育成の施策」 ※補助金等

自治体 概 要 対象講座 ・ 特記事項

宮崎県 補助金
（企業）

➢ 県外半導体講座に従業員を受講させる企業

◼1人10万円 （1/2補助）

✓福岡半導体リスキリングＣ 【要綱記載】

（その他交付対象）

北九州産学推進機構、九州工業大学、

ｱｽｶｲﾝﾃﾞｯｸｽ半導体実技総合大学校  など

佐賀県

補助金
（企業）

➢ 半導体講座に従業員を受講させる
さが半導体フォーラムの会員企業

◼1回10万円 （2/3補助）

✓教育機関実施の対面・ｵﾝﾗｲﾝ・eﾗｰﾆﾝｸﾞ
✓教育機関へ委託する研修

補助金
（個人）

➢ 半導体講座を受講する県内在住個人

◼1回3万円 （10/10補助）   ※35歳未満

✓福岡半導体リスキリングＣ 【限定】

（その他交付対象）

日本半導体製造装置協会

大分県

補助金
（企業）

➢ 半導体講座に従業員を受講させる
大分県ＬＳＩｸﾗｽﾀｰ形成推進会議の会員企業

◼1回上限3万円 （10/10補助）

✓福岡半導体リスキリングＣ 【限定】

集合
研修

➢ ものづくり技術人材リスキリング研修

◼無料～5,000円(各回により異なる）
✓福岡半導体リスキリングＣ 【講座活用】

（実施場所）大分県産業科学技術センター

長崎県 補助金
（企業）

➢ 半導体講座に従業員を受講させる企業

◼1企業15万円 （1/2補助）

✓高度半導体関連人材の育成研修

（補助対象）受講料、旅費、教材費

鹿児島県 補助金
（企業）

➢ 半導体講座に従業員を受講させる企業

◼1企業50万円 （2/3補助）

✓福岡半導体リスキリングＣ 【要綱記載】

（その他交付対象）

日本半導体製造装置協会 等

宮城県 （個人）
➢ 半導体講座の受講支援

◼ みやぎ半導体産業振興ビジョン （R7.3.28）

✓先進地域で実施される半導体講座

   （オンデマンド講座利用促進）

Fukuoka Industry, Science & Technology Foundation 18

参考



７階からの景色（北側）

福岡タワー

博多駅

県庁

天神

みずほPayPay
ドーム

ふくおかIST
（本所）

産業技術イノベーションセンター
福岡半導体リスキリングセンター

福岡空港
中州

Google map

ＺＺＺＺＺＺＺＺＺＺ
■福岡半導体

リスキリングセンター
HPコチラから

福岡市早良区百道浜3-8-33 
福岡システムLSI総合開発センター1F
Tel. 092-822-1550 
reskilling_contact@ist.or.jp

是非、福岡半導体リスキリングセンターをご活用下さい。

Fukuoka Industry, Science & Technology Foundation 19



ご案内
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https://www.nikkei.com/article/DGXZQOJC023T40S5A600C2000000/?msockid=346674cb6f636d4c113c610b6eb16cc0

➢ 2025.6.3 日本経済新聞 電子版
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新センターの設置

➢ 「半導体最先端実装」の開発拠点化に向けて、両センターを統合（組織再編）し、

福岡超集積半導体ソリューションセンターを設置

➢ 実装技術の高度化に向けた設備機器の導入、実習講座の開設、外部連携の推進等

より、研究開発支援力の強化を図り、企業の技術力向上・取引拡大に繋げる

三次元半導体研究センター

半導体実装分野で設計～試作開発・試験評価

までを一貫支援する国内唯一の公的機関

社会システム実証センター

半導体製品の実環境下での実証実験、

評価・改良を行う設備・ノウハウを提供

福岡超集積半導体
    ソリューションセンター

統合

【昨年度】
利用過去最高

  「選ばれる福岡」へ!!

Fukuoka Industry, Science & Technology Foundation

（仮称）

【課題】 両センター設立から15年目を迎え、設備機器・施設の保守費が年々増加

22



令和６年度 技術研究会の開催令和６年度～ 企業支援の機能強化に向けた取組

Fukuoka Industry, Science & Technology Foundation

【参考】R6年9月2日 日本経済新聞

➢R6年度 寄附受入金額

◎企業版ふるさと納税
５件  1億1,359万5千円

◎ｸﾗｳﾄﾞﾌｧﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ型ふるさと納税
１５人 68万円

企業の皆様 福岡県

①寄附

三次元半導体研究センター

②寄附金の配分

【寄附の流れ】
③
機
器
購
入

・社会貢献によるイメージアップ
 につながります。

・利用企業の場合、実施可能内容が増え、
開発の加速化が期待できます。

【企業様にとってのメリット】

➢  税制上の優遇措置が受けられ、

最大で寄附額の９割相当の税額が軽減されます。

➢企業版ふるさと納税及びクラウドファンディング型ふるさと納税を活用して寄附を募り、

それを財源として実装技術の高度化に向けた設備機器の導入する取組をスタート
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➢企業版ふるさと納税及びクラウドファンディング型ふるさと納税を活用して寄附を募り、

それを財源として実装技術の高度化に向けた設備機器の導入する取組をスタート

令和６年度 技術研究会の開催令和６年度～ 企業支援の機能強化に向けた取組

Fukuoka Industry, Science & Technology Foundation

企業版ふるさと納税をご検討頂き、応援して頂けますと幸いです!!

◼反応性イオンエッチング装置

【ﾒｰｶｰ】 SAMCO
【型番】 RIE-10NR
【概要】 各種シリコン薄膜と一部

樹脂の異方性加工を目的
とした平行平板型反応性
イオンエッチング装置

【R6年度 導入設備機器】

【ﾒｰｶｰ】 ニッコー・マテリアルズ社
【型番】 V-160
【概要】 感光材等のフィルム材料

を基板へ貼り付けるため
の装置

【ﾒｰｶｰ】 (株) SRT
【型番】 VSA M350
【概要】 超音波を応用した映像装置。

映像から被検体内部のボイド、
クラック等を観察、解析

【ﾒｰｶｰ】 滝沢産業（株）
【型番】 AD-3000
【概要】 フォトリソ用現像装置。

基板は現像後、連続工程
で洗浄、スピン乾燥

◼真空ラミネータ ◼超音波探傷装置 ◼有機溶剤現像装置
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ご清聴有難うございました
（資料が必要であれば、お申し付けください。後日ＰＤＦをお送りいたします）
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